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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年7月8日(2013.7.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　乾燥した組成物（即ち、溶媒がない）から導電性粒子を差し引いたものの全容積に対す
る導電性粒子の量（全て容積％又はｖｏｌ％）は、通常少なくとも約０．１であり、他の
実施形態では少なくとも約０．５、１、又は少なくとも約５でさえある。他の実施形態で
は、導電性粒子の量は約３０％未満、約２０％未満、約１０％未満、又は更にそれより少
ない量である（再度、全てｖｏｌ％）。１つの現在好ましい実施形態では、この量は約０
．５～約１０ｖｏｌ％の範囲にある。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マレイミド末端ポリイミド樹脂と、
　前記マレイミド末端ポリイミド樹脂と相溶する熱可塑性樹脂と、
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　熱活性化フリーラジカル硬化剤と、
　導電性の粒子と、
　を含み、
　シランカップリング剤を含むか又は含まないで、
　酸官能基を有するエチレン系不飽和化合物を含むか又は含まない、
接着剤組成物であって、
　前記熱可塑性樹脂はスチレンのブロックコポリマーを含む、
異方性接着剤であって、
　その接着剤組成物の全重量に基づいて、前記マレイミド末端ポリイミド樹脂が少なくと
も３０重量部でかつ６０重量部未満であり、前記熱可塑性樹脂が３０重量部を超えかつ６
５重量部未満であり、前記導電性の粒子が、前記接着剤の乾燥物から導電性粒子を差し引
いたものの全容積に基づいて、少なくとも０．１容積％でかつ３０容積％未満である、接
着剤組成物。
【請求項２】
　第１の物品を第２の物品に接着する方法であって、
　請求項１に記載の接着剤組成物を前記第１の物品の上に付与する工程と、
　前記第２の物品を前記第１の物品の上の前記接着剤に接触させ、その箇所で前記第１の
物品及び前記第２の物品がそれらの間に前記接着剤を有する組立体を形成する工程と、
　前記接着剤を硬化する工程とを含む、方法。
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